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［結果］ 102病変がEC群に、 101病変がBx群に寄jり付けされ、それぞれ 97病
変、97病変がprotocolを完遂した。試験を通して有害事象は観察されなかった。
ITT解析における EC群の臆療・非腫療の正診率は 94.1% (96/102, 95%信頼区
間 87.6-97. 8）であり、 Bx群は 96.0% (97/101, 90. 2-98. 9）であった。両群の
差は－1.9% (-8. 6-+5. 0）であり、非劣性マージン許容域内であった。
Per protocol解析においても両群の差は－1.0%(-4.1－十2.0）であり、同様に非
劣性マージン許容域内であった。 EC群における SMrnの診断能は、感度 75.0% 
(50. 9-91. 3），特異度 100出（95.4-100. 0），正診率91.2% (83. 9-95. 9）であった。
［結論］ ECは腫疹・非腫蕩の鑑別において、 Bxに対して非劣性であることが検
証された。 ECは合併症なくリアルタイム診断を可能とするという点において、
Bxの魅力的な代替となりうることが示唆された。
